
家庭用ヒートポンプ給湯機は、平成 23 年 2 月 21 日に制定された日本工業規格（JIS C 9220 “ 家庭用ヒート
ポンプ給湯機 ”）に基づく性能をカタログ等に表示していましたが、改正を受け、新しい JIS C 9220 の評価
に基づく性能の表示になります。
また、新しい JIS C 9220 では、従来の JIS C 9220：2011 から、運転音の測定方法が『音圧レベル』から『音
響パワーレベル』に変わり、性能評価にふろ熱回収機能を含むものが追加され、適用範囲に R32 冷媒機種が追
加されます。

 運転音の表示について
運転音の表示には

❶ 任意の位置における音圧を基にした「音圧レベル（騒音レベル）」 あるいは、 

❷ 音源の音響エネルギーを基にした「音響パワーレベル」 が用いられます。

これまで、日本における家庭用ヒートポンプ給湯機の運転音表示は、JIS C 9220：2011 に基づ
いて、「音圧レベル（騒音レベル）」での表示をしてきました。

この度 JIS C 9220 が改正され、
運転音の表示は「音響パワーレベル」での表示に変わります。

※欧米においては、 以前より実用的な運転音の表示として「音響パワーレベル」が使われています。

これまでの運転音表示 ❶
音圧レベル（騒音レベル）〈sound pressure level〉
とは、これまでの運転音表示音源から発生した音の
ある 1 点における音の大きさ（音圧）を基にした
量です。 音圧レベル（騒音レベル）は、以前の
JIS C 9220：2011 で規定された測定点における値です。
実際は音源から発生する運転音が同じでも、音源との
距離や方向などの位置関係によっても変化します。

これからの新しい運転音表示 ❷
音響パワーレベル〈sound power level〉とは音源が
発する音響エネルギーの大きさを基にした量です。 
音響パワーレベルは音源との距離や方向などの
位置関係によらず、運転音の大きさによって、
一義的に決まりますので、製品から発生する
運転音がより正確に表示されます。
※	「音響パワーレベル」の表示値は「音圧レベル（騒音レベル）」 

の表示値より大きくなりますが、製品の運転音が大きくなった 
わけではありません。

JIS規格改正のお知らせJIS規格改正のお知らせ

音源が周囲に発する
全音響エネルギーを測定するので、
運転音の大きさにより一義的に決まる

測定する位置（音源との距離や方向）
によって音圧レベル（騒音レベル）が
異なる



 性能評価方法について

 取扱い業者の方へ・・・・・・施工についてのお知らせ

貯湯タンク

浴そう

ふろ熱交換器

貯湯ユニット

タンクのお湯と浴そうのお湯は混ざりません。

これはイメージ図です。

今まで
捨てられていた
残り湯の

 熱を再利用！
熱熱

ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 機 委 員 会

家庭用ヒートポンプ給湯機の
据付けガイドブック

騒音等防止を考えた

エコキュートの設置場所を決められる方及び施工業者の皆様へ
騒音トラブルの未然防止にご協力をお願い致します

エコキュートのヒートポンプユニット設置の際には、

近隣に配慮願います
2014年12月19日に消費者庁消費者安全調査委員会より｢消費者安全法第23条
第１項に基づく事故等原因調査報告書（家庭用ヒートポンプ給湯機から生じる
運転音・振動により不眠等の健康症状が発生したとの申出事案）｣が公表されました。
その中で、「リスク低減」の対策として「未然防止」が重要とされています。
設計・施工の際には以下の点についてご注意いただき騒音トラブルが起きないよう
事前にお客様へのアドバイス等のご配慮をお願い致します。

①設置場所の選定
・お客様および隣接するご近所様の寝室の傍は避ける
・ヒートポンプユニットの近辺（上方向含む）に窓や床下通風口等の
音の侵入口があれば極力距離をとる
・ヒートポンプユニットの周囲に極力スペースを設け、壁や塀で音が
反射しないように工夫する

③苦情時の対応について

上記の詳細については、一般社団法人 日本冷凍空調工業会発行の
「家庭用ヒートポンプ給湯機の据付けガイドブック」を右記 QR コード
または下記 URL より参照願います。
http://www.jraia.or.jp/product/heatpump/t_guide.html

・経年変化による製品の異常がないかの確認
・据付け場所の移動（変更）の検討

裏面（次ページ）の「据付け推奨例」を参照願います。
・防音対策の実施

②据付けのポイント（製品付属の据付説明書に従って施工願います）
・運転音や振動が増大しないように十分な強度のある場所、
強固な台に据付ける（防振ゴム等の対策も検討）
・水平に据付ける

（発行元）

〒105-0011
東京都港区芝公園３－５－８
TEL 03-3432-1671 FAX 03-3438-0308

エコキュートの設置場所を決められる方及び施工業者の皆様へ

給湯設備（電気温水器、貯湯ユニット等）の
転倒防止対策に関する告示の改正について

給湯設備施工業者様 2013年3月発行

給湯設備（電気温水器、貯湯ユニット等）の
転倒防止対策に関する告示の改正について
大規模地震による給湯設備の転倒・移動による被害を防止するため、「建築設備の構造耐力上安全な
構造方法を定める件（平成12年建設省告示第1388号）」※が平成24年12月12日に改正されました。
この改正により、電気給湯機だけでなく15kgを超える全ての給湯設備について、転倒防止等の措置
の基準が明確化されましたので、その内容をお知らせします。

※建築基準法施行令第129条の2の4に基づき、建築設備の構造耐力上安全な構造方法を定める告示

改正のポイント

告 示 の 施 行

対 象 機 器　　● 満水時の質量が15kgを超える給湯設備
　　● 全ての給湯機が対象です

平成25年4月1日～

※ エコキュートは貯湯ユニットのみが対象です。
ヒートポンプユニットは告示の給湯設備に該当
しませんが、機器の工事説明書に従って確実に
取り付け、据え付けてください。

〔一号〕脚部だけを固定する場合     
設置場所                    質量 アスペクト比                              アンカーボルトの種類    本数

    1階

 

15kgを超え200kg以下

         
4.5以下

 径が8mm以上であり、かつ埋込長さが35mm以上であるおねじ形 
3本以上   あと施工アンカー又は、引張耐力が2.8kN/本以上のもの

          
6以下

 径が6mm以上であり、かつ埋込長さが30mm以上であるおねじ形 
4本以上   あと施工アンカー又は、引張耐力が2.2kN/本以上のもの

 

200kgを超え350kg以下

         
4以下

 径が10mm以上であり、かつ埋込長さが40mm以上であるおねじ形 
3本以上         あと施工アンカー又は、引張耐力が3.6kN/本以上のもの

          
5以下

 径が6mm以上であり、かつ埋込長さが30mm以上であるおねじ形 
4本以上   あと施工アンカー又は、引張耐力が2.2kN/本以上のもの

 

350kgを超え600kg以下

         
4以下

 径が12mm以上であり、かつ埋込長さが50mm以上であるおねじ形 
3本以上   あと施工アンカー又は、引張耐力が5.8kN/本以上のもの

          
5以下

 径が10mm以上であり、かつ埋込長さが40mm以上であるおねじ形 
4本以上   あと施工アンカー又は、引張耐力が3.6kN/本以上のもの

  上層階
 

350kgを超え600kg以下
         

5以下
 径が10mm以上であり、かつ埋込長さが100mm以上である 

4本以上   Ｊ形埋込アンカー又は、引張耐力が9.0kN/本以上のもの

※詳しくは各メーカーの工事説明書に記載された固定方法で施工をお願いします。

A  給湯設備を建築物の部分等に固定する部位です。具体的には以下の例に示すような部位となります。

Q  告示によって、仕様規定される固定方法の部位とはどこですか？

A  一般社団法人日本冷凍空調工業会のホームページからダウンロードできます。▶URL:http://www.jraia.or.jp/

A  建築確認申請時に告示に適合していることを示す必要があるため、建築主より計算書や根拠資料等
         の提出を求められる場合があります。

          （提出資料の例）・アンカーボルト等の引張耐力やせん断耐力を示す計算書
                                              ・メーカーが提示する引張耐力やせん断耐力　等　

● 貯湯ユニットを壁と
　 基礎に固定する部位

● 上部を建築物の部分
　 等へ固定する部位

● 電気温水器を
　 基礎に固定する部位

A  メーカー指定のアンカーボルト等の使用をお願いします。メーカー指定のアンカーボルト等は告示の
          内容も満足しており、安全性を考慮して選定されています。

Q  告示と給湯機メーカー指示のアンカーボルトが異なる場合、どちらを使用すれば良いですか？

固定する部位の例 ● 小型温水器を
　 固定する部位

※キャビネット内設置の例

Q  告示の施行後には、どのような対応が必要となりますか？

Q  告示はどこで入手できますか？

（右図　　囲み内）

※各メーカーの工事説明書に記載された固定方法で施工をお願いします。

❶『家庭用ヒー
トポンプ給湯機
の据付けガイド
ブック』

❷『家庭用ヒー
トポンプ給湯機
騒音トラブル未
然防止注意喚起
チラシ』

❸『給湯設備（電
気温水器、貯湯
ユニット等）の
転倒防止対策に
関する告示の改
正について』の
お知らせ

家庭用ヒートポンプ給湯機の据付けガイドブックについて
騒音など防止を考えた ❶『家庭用ヒートポンプ給湯機の据付けガ
イドブック』を作成しています。
家庭用ヒートポンプ給湯機の販売・据付けに携わる方が、お客様に家庭用
ヒートポンプ給湯機の導入をご提案いただくときに参考にしていただければ
幸いです。また、据付けガイドブックの簡易版の ❷『家庭用ヒートポン
プ給湯機　騒音トラブル未然防止注意喚起チラシ』も準備してい
ますので、エコキュートの設置場所を決められる際には是非ご参考にしてく
ださい。

家庭用ヒートポンプ給湯機の転倒防止対策について
平成28年10月20日付けにて独立行政法人国民生活センターより発表され
た、「貯湯タンクの転倒ー大きな地震が起きて初めて見つかる設置不良「熊
本地震の相談」よりー」では、 東日本大震災以降、国土交通省による告示
「建築設備の構造耐力上安全な構造方法を定める件」の一部改正以降にも
かかわらず、 平成28年熊本地震においても、設置説明書通りの工事がなさ
れていなかったことが原因とみられる転倒事例が複数あったことが指摘され
ています。
平成 25 年 3 月に発行致しました、❸『給湯設備（電気温水器、貯湯
ユニット等）の転倒防止対策に関する告示の改正について』の
お知らせを作成していますが、 給湯設備施工業者の皆様には、改めて、本
告示の内容をご確認いただき、あわせて、各メーカーが発行する工事説明
書の記載内容を遵守いただくと共に、既設電気給湯器等の点検および、上
記告示を遵守し確実に転倒防止措置を行っていただきますよう、改めてお願
い申し上げます。

https://www.jraia.or.jp

 ふろ熱回収機能を含むものが性能評価に追加されます。

 ふろ熱回収機能のしくみ
◦	ふろの残り湯の熱を熱交換器を介して、
	 貯湯タンク内の低温の水と熱交換し、
	 貯湯タンク内の水を温めます。
　　　　　　⬇
◦	浴そうの温度は低下し、貯湯タンクの
	 温度は上昇します。
　　　　　　⬇
・	その後、夜間に貯湯タンクの湯水を沸き
　上げる際は、貯湯タンクの温度が上昇して
　いるため、所定温度まで沸き上げるのに
　必要な熱量が減少して、省エネルギーを
　図ることができます。

〒105-0011  東京都港区芝公園3-5-8（機械振興会館）
 TEL : 03-3432-1672     FAX : 03-3438-0308
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